
これからはじめる
農業講座

大館市農政課



１．農林業センサスの結果により危機的状況が露呈
2015年から2020年の5年間の比較

持続可能な経営、担い手確保、出口チャンネル開拓が必要

出口戦略 価値創造

担い手創出

４葉の施策
（アグリイノベーション事業）

後継ぎ後継者の育成や高齢者農家からの

農業継承、新規就農の確保が重要となる。

NewCrop ｽﾏｰﾄ農業

高付加価値 人材育成

２．市⺠が必要とする農業課題
2020年「あなたが採点する行政の通信簿」より

農業経営体全体 2620人 → 1297人 ▲1323人 ▲50.5%

40歳未満 80人 → 16人 ▲64人 ▲80.0%

40≦64歳 724人 → 421人 ▲303人 ▲41.9%

65歳以上 1816人 → 860人 ▲956人 ▲52.6%

１⼾あたり耕地 2.96ha → 4.07ha 1.11ha 137.5%

※離農・高齢化・人口減少により、担い手や新規参入がおらず、農地集約が必要

大胆な施策展開

①担い手不足の改善

②大館ブランド強化

③マーケティング重要性



農業をはじめるには？

あなたは、どの農業を目指しますか？

①農業経営者として就農

リスクが高い 会社の社⻑

②雇用型就農

リスクは低い サラリーマン

③自家消費農業

リスクなし 市⺠菜園や自宅の庭



①農業経営者として就農

【メリット】

・自分の思い描く農業を実施できる

・農作物の販売額が収入に直結

・こだわりの作物や加工品などもできる

【デメリット・リスク】

・しっかりとした知識、経験が必要

・高価な農業機械や施設、資材費の経費負担

・明確な将来農業に対するビジョン、プラン必要

・自ら農作物の販売先を確保が必要

・資金の確保



②雇用就農

【メリット】

・農業法人や大規模個人農家へ就職

・農業機械の運転技術や通年による作物

栽培のノウハウを経験

・設備費用などの投資リスクはない

【デメリット・リスク】

・自分のやりたい農業はできない

・経営者との関係性

・賃金



　南ヶ丘菜園区画図
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有浦菜園区画図

◇ 有浦菜園 １１７区画（８０区画）

◇ 南ヶ丘菜園 ５２区画（２０区画）

１区画 年額２，０００円 ３０〜５０㎡

※複数区画の利用も可能

※堆肥ヒナイドリームも提供

③自家消費農業（市⺠菜園）



県・市の新規就農の支援制度

【秋田県・大館市が伴走】

・就農準備基礎講座・農業経営者研修

・未来農業のフロンティア育成研修

・次世代農業経営者ビジネス塾

・農業普及所の普及員・ＪＡ等とともに営農計画の立案

・農地のあっせん

【補助金】

・ミドル就農者経営確立支援事業

50歳以上60歳未満の認定農業者 120万円×3年間

・夢ある園芸、畜産支援事業

ハウス等施設、機械設備補助 1/2〜5.5/12

・スマート農業機器導入支援（大館市）

ICT活用、省力化機械設備 1/2 上限200万円



農業とお金

資金の確保や安定した収入の確保が必要と
なります。
新規就農者の多くは、冬季間のアルバイト
も兼業している人が多い。

※出典：秋田県就農支援マニュアル（秋田県農林政策課）



お勧めする作物
圧倒的な労働時間 永年作物

市場で人気。施設は更に反収増 安定した収益性

施設での⻑期間収⼊ 小玉スイカが人気。単価が高い

※出典：秋田ではじめませんか農業を（公益社団法人秋田県農業公社）



新規就農へのステップ（まとめ）

１．情報・基礎知識を収集

２．農作業体験、経験

３．農業のリスク、お金、労働を理解

４．家族の理解、生活が変化を決断

５．やりたい農業のビジョン、資金、スケジュール

６．各種研修や勉強、栽培技術と基礎知識

７．５年先の営農計画作成「⻘年等就農計画」

８．農地借地、機械購入・借上、補助金等の確保









新規就農者支援

⑴経営発展支援事業（国県）

機械・施設、家畜導入、果樹改植などの事業費のうち、４分の３（上限７５０万円）補助します。

⑵経営開始資金（国）

新たに農業経営を開始する場合、１５０万円／年を３年間支援します。

⑶農業機械、施設購入補助（県市）

毎年、多様な農業機械、施設設備の購入に対して、多くの補助金制度があります。次の一部の外、秋田県と共同補助

なども用意していますので、いつでも相談ください。（一例を紹介）
①スマート農業機械補助、②園芸農機具・施設補助、③畜産設備等補助、④６次産業化設備補助 等々

⑷⻘年等就農資⾦（日本政策金融公庫）

機械、施設、農地購入等の資金として、最大３，７００万円を無利子で借りることができます。

地域おこし協力隊制度の活用「大館モデルの提案」

１〜３年目

地域おこし協力隊
【給料17.5万円】

新規就農を目指し、協力農家
の指導のもと栽培技術を研修
し、たくさんの農家・農業関
係者と関係し地域に溶け込み
ながら、やりたい農業を見つ
けるための時間として活用。
稲作や園芸、畜産、果樹など
大館にはいろいろな経営が見
られ、任期中に教えを乞う。

４〜８年目

新規就農者
【150万円／3年間】

やりたい農業を見つけ、⻘年

等就農計画による５年間の農
業シミュレーションを作成す
る。新規就農期間は、補助、
融資制度が多いため、必要な
農機や設備、施設等を導入し、
夢に向かって農業の経営を開
始する。
また地域の⻘年農家等との交

流・仲間づくりも図る。

９年目〜未来

認定農業者
【農業経営の拡大】

新規就農による農業経営の安
定化が図られ、地域の担い手
として、農地の集約化や複数
の農作物を経営する複合型経
営を目指し、農地の拡大やそ
れに伴う機械・設備を補助制
度等を活用して導入する。労
働力として従業員を新規雇用
するため、周年農業等を検討
する。





最後に…

農業のおかれる状況は厳しいものです。

世界情勢の悪化から肥料、薬剤や燃料費の高騰、機械の部品不足、異常気象による

生育不良など。

しかしながら、農業を始めとした一次産業の担い手不足は顕著であり、今後さら

に減っていくものと考えられ、重要な産業となることは間違いありません。厳しい

環境下ではあるものの、やりがいと国⺠の食糧確保の使命をもって、慣習にとらわ

れない農業をはじめることが大事と思います。

現在のプロダクト・インからマーケット・イン、

加工品や有機農業による付加価値の向上、インター

ネット販売、スマート農業など、いろいろやりたい

こと、楽しみも増えてくると思います。

市としても、新規就農者への支援の拡充を図り、

共に盛り上げて参ります。

（生成ＡＩ技術により作成した農業画像）


